
美和ダム再開発恒久堆砂対策事業の概要 

平成１８年度、平成１９年度 

国土交通省　中部地方整備局 

三峰川総合開発工事事務所 

　天竜川の特徴は、水とともに多量の土砂が流出することにあります。支川の三峰川に位置する美和ダムで

も昭和34年完成以降、平成14年までの間に約2千万�もの土砂が堆積しました。そのうち砂利採取により

約500万�が掘削され、美和ダム再開発事業の掘削により約200万�を除去し、有効容量を保っています。 

三峰川総合開発工事事務所では、全国の直轄ダムで初めての土砂流入を抑制する恒久堆砂対策に取り組んで

おり、その中心となる三峰川バイパス及び三峰堰が平成17年5月に完成し、試験運用を行なっています。 

てんりゅうがわ 
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　恒久堆砂対策施設によって得られるバイパス

効果、掃流砂・浮遊砂の捕捉状況、下流河川環

境への影響等を評価するためにモニタリング調

査を実施しています。 
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貯砂ダム 

三峰堰（分派堰） 

湖内堆砂対策施設 

三峰川バイパス 
（洪水バイパストンネル） 

ウォッシュロード（細かい
土砂で微少なもの）を洪
水とともに下流に流し、
ダム湖に堆積しないよう
にします。 

粗い土砂を堰き止め（沈降させ）、洪水
後に取り出すことを容易にします。 

最大流量 
毎秒300��

洪水時に分派堰 
を越えて流入し 
ダム湖に堆積した 
細かい土砂を、 
ダム下流に効率的に 
流し、美和ダムの 
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※トンネル断面図 
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三峰川総合開発工事事務所 

◆美和ダム 形式……………重力式コンクリートダム 
堤高……………69.1m 
集水面積………311.1��

◆貯砂ダム 全長……………144.4m 
高さ……………10.2m 
堆砂容量………20万��

◆三峰堰 全長……………244.5m 
高さ……………20.5m 
堆砂容量………52万��

◆三峰川バイパス 全長……………4,308m 
断面の形………馬蹄形 
断面の大きさ…7.8m※ 
最大流量………300�／s

【施設諸元】 

三峰堰と長谷湖（平成19年9月7日撮影） 
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美和ダム「恒久堆砂対策施設」モニタリング調査結果 

　平成18年度、平成19年度の試験運用は平成18年7月洪水、平成19年7月出水、平成19年9月洪水時

に行いました。3回の試験運用により合計約32万�の細かな土砂をバイパスし、「中部地方ダム等管理フ

ォローアップ委員会」において「美和ダム恒久堆砂対策施設は排砂の効果が発揮されている」と評価され

ました。今後は施設機能の向上、魚類や底生動物への長期的な影響に関する調査を実施していきます。 

ぶ み がわ 

モニタリング調査の必要性 

美和ダムと三峰川バイパス出口 
（平成19年9月7日撮影） 

 



　平成18年7月洪水、平成19年7月出水、平成19年9月洪水で三峰川バイパスの試験運用を実施し、32万�の細かい
土砂を下流へバイパスしました。また、上流の三峰堰・貯砂ダムでは2年間に52万�の土砂を捕捉し、流入した土砂
118万�の70％にあたる82万�の美和ダム貯水池への堆砂を防ぎました。 
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堆砂対策施設の効果 

バイパス試験運用3洪水の概要 
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◆三峰堰・貯砂ダム 
堆積土砂量：約52万� 
(平成17年10月～平成19年9月)

◆美和ダム 
堆積土砂量：約34万� 
(H18.7､H19.7､H19.9洪水の合計)

◆三峰川バイパス 
バイパス土砂量：約32万��
(H18.7､H19.7､H19.9洪水の合計)

美和発電所放水路 

凡　例 
三峰川バイパス 

注1)バイパスを通過した土砂量は、各地点で測定したＳＳデータと流量データから算定しました。 
注2)三峰堰・貯砂ダムの堆砂量は、堆砂測量結果から算定しました。 

10tトラック約15万台分 
トラックを並べると約1,200kmで 
大阪～青森の距離に相当 

合計約84万�の土砂流入を抑制 

平成18年7月洪水 

洪水名 
最大流量 

平成19年7月出水 

平成19年9月洪水 

５年に1回程度生起 

洪水の生起確率 

１年に1回程度生起 

11年に1回程度生起 

253mm

美和ダム 
流域雨量 

117mm

254mm

約47時間 

バイパス 
放流時間 

約35時間 

約48時間 

366�/s

流入 

166�/s

568�/s

242�/s

バイパス 

136�/s

264�/s

最大SS濃度 

16,900�/l

流入 

3,610�/l

25,000�/l

16,900�/l

バイパス 

2,810�/l

20,200�/l

ウォッシュロード量 

326千��

流入 

37千��

461千��

150千��

バイパス 

14千��

155千��

 

※ＳＳ（浮遊物質量）…ＳＳとは、水中に浮遊する粒径2�以下の不溶解性の粒子状物質の濃度のことで、水の濁りの度合いを表す

指標として用いられています。 

※クロロフィルａ量 …藻類などに必ず含まれる緑色の色素の１つで、礫に付いた付着藻類の量を示す指標として用いられています。 

※ウォッシュロード…流入土砂の内、流水に溶け込んで移動する細かな土砂で、美和ダムでは平均粒径0.017�程度の微細な土砂

です。 

※浮遊砂・掃流砂……流入土砂の内、浮遊砂は流水中を浮遊運搬される細粒な土砂であり、掃流砂は河床を回転したり飛び跳

ねたりして移動する比較的大きな粒径の土砂です。 
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＜語句説明＞ 

流入土砂の70％（84万�）の堆砂を防止 

　これまでに試験運用を行った3洪水では、洪水中に流入した細かい土砂（ウォッシュロード）約71万�のうち、45
％にあたる約32万�を下流へバイパスしました。 

美和ダム　ウォッシュロードの収支（3洪水の合計） 

32万�の細かい土砂を下流へバイパスしました 

▲ウォッシュロード 

美和ダム 

386千��
（55％） 

705千��
（100％） 

27千��
（4％） 

16千��
（2％） 

343千��
（49％） 

825千��

▽ 

▽ 

美和発電所放水口 

三峰川バイパス 

三峰堰 

飯島堰堤 

319千��
（45％） 

　　　貯砂ダム 
120千��

高遠ダム 
▽ 

SSピーク時の粒度分布（表面採水）：H19.9洪水 

三峰堰・貯砂ダムで 
粗い土砂を捕捉 
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いいじまえんてい 

ちょ  さ 

　三峰堰・貯砂ダムにより、2年間で約52万�の土砂を捕捉しました。 
試験運用でのバイパス放流水の粒度分析を行った結果、バイパス放流水には掃流砂・浮遊砂は含まれておらず、三峰堰・
貯砂ダムにより掃流砂・浮遊砂などの粗い土砂を捕捉していました。捕捉された土砂は、非洪水期に砂利採取により掘
削除去しています。 
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三峰堰・貯砂ダムで52万�の粗い土砂を捕捉しました 

▲貯砂ダム上流（掘削除去の状況） 

▲飯島堰堤（洪水時の状況） 

　試験運用時の高遠ダムのウォッシュロード収支はダムから出て
行く量が入ってくる量より大きく堆積量が減少する傾向でした。 
　高遠ダムの年間の堆積量はバイパスの運用前後で差が見られず、
高遠ダム堆砂への影響は小さいことを確認しました。 

高遠ダム貯水池の堆砂状況 

高遠ダム　ウォッシュロードの収支（3洪水の合計） 

たかとお しゅうし 

下流の高遠ダムの堆砂は変化ありませんでした 

▲高遠ダム（H19.9.7 6：20） 
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高遠ダム年堆砂量（千�/年）：掘削除去量込み 

高遠ダム年最大流量（�/s） 

S34

S58

S60

S36

S57

H19

H18

流出ウォッシュロード量 

433千�（111％） 

流入ウォッシュロード量 

389千�（100％） 



バイパス運用後 (平成19年9月洪水)

▲洪水後6週間後 
(H19.8.30） 

▲バイパス主ゲートの状況 
（H19.9.13 放流終了後） 

▲バイパス出口の状況 
（H18.8.17 放流終了後） 

▲バイパス内部の状況 
（H19.9.10 放流終了直後） 

下流河川の濁りに変化は見られませんでした 

　試験運用時、流量・水位などの観測データ精度の確認、流木ハネの流木流入防止及びバイパスの出口で放流水の勢いを弱

めること等、施設の機能を検証した結果、各施設が計画通りに機能していました。平成19年9月洪水では、最大で三峰川

バイパス計画最大放流量300�/sの約90％にあたる264�/sを放流しましたが、施設に異常は見られませんでした。 

りゅうぼく 

　試験運用後に、三峰堰・バイ

パス内部・出口に変位、変形は

認められませんでした。 

　三峰川バイパス内に、破損や

磨耗は認められませんでした。

また、ゲートについても磨耗は

確認されませんでした。 
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 み　 ぶ  がわ 

　バイパス運用後における下流河川への濁りの変化を確認するため、美和ダムから取水が行われている美和発電所の放
流水及び、高遠ダムから取水が行われている春近発電所の放流水（天竜川へ放水）について、洪水後の濁りの経過を調
査しました。 
　バイパス運用前の洪水として平成16年10月洪水と比較した結果、平成18年7月洪水、平成19年9月洪水は洪水規模
が平成16年10月洪水よりも大きく、濁りの大きい水が飯島堰堤より美和ダムへ流入しましたが、美和発電所の放流水
や春近発電所の放流水の濁りに変化はみられず、下流河川の濁りに影響を与えていないことを確認しています。 

み　 わ み　 わ 
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　洪水により、水の流れ・植生に変化はありましたが、ウォッシュロードの堆積は確認されませんでした。洪水時に多
量のウォッシュロードがバイパスされたことによる下流河川への影響は認められませんでした。 

しょくせい 

　アユの成長は、洪水により一時的に遅れましたが、その後順調に成長しました。 

　底生動物は洪水直後に個体数は減少しましたが、その後はバイパス運用以前と同様に順調に回復しました。 

　魚類、底生動物にバイパス運用による短期的な影響は見られませんでしたが、長期的な影響を確認するため、今後も

調査を実施します。 

ていせい 

ぎょるい 

▲洪水後約4週間 
（H19.10.18） 

▲洪水直後 
（H19.9.18） 

▲洪水直前 
（H19.9.6） 

▲洪水後約1週間 
（H19.7.26） 

バイパス出口（減勢工） 
H19.9.7 6:00 
バイパス放流量約220�/s時の 
状況。減勢工から放射状に半円 
を描いて越流し、減勢されている。 
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H16.10.20洪水（バイパス運用前） 

H18.07.19洪水（バイパス運用後） 

H19.09.06洪水（バイパス運用後） 

H16.10.20洪水（バイパス運用前） 

H18.07.19洪水（バイパス運用後） 

H19.09.06洪水（バイパス運用後） 

H16.10.20洪水（バイパス運用前） 

H18.07.19洪水（バイパス運用後） 

H19.09.06洪水（バイパス運用後） 
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美和ダム流入ピーク後の経過日数 

殿島橋 

大久保堰堤 

25�/l：河川水域における水産用水基準 
（生物に忌避行動などの反応を起こさせない程度） 
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三峰川バイパス 
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れき 

礫表面の付着藻類の状況 
　バイパス運用による生息生物への影響を確認するため、バイパス運用前後の洪水で、付着藻類の回復状況をクロロフ
ィルａ量で評価した結果、三峰川・天竜川ともにバイパス運用前後で同様に回復する傾向であることが確認でき、バイ
パス運用による変化は認められませんでした。 
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：バイパス運用した出水の時期 
：バイパス運用以前の出水の時期 
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▲洪水前（H19.9.6） 

※伊那市高遠浄化センター付近、7.6km付近 

三峰川 

▲洪水時（H19.9.7） 

三峰川 

▲約3週間後（H19.10.2） 

三峰川 

バイパス入口（流木ハネ） 
H19.9.7 10:00 
流木ハネによりバイパス入口へ 
の流木の流入を防止している。 

トンネル入口（横越流堰） 
H19.9.7 5:50 
流入ピーク後のバイパストンネ 
ル（約120�/s）の状況。 

三峰堰下流側 
H19.9.7 6:45 
流入量350�/sのときの三峰堰 
の状況。 

よこえつりゅうぜき げんせい こう 

生息生物への短期的な影響は見られませんでした 

施設は計画通りに機能し異常はありませんでした 

魚類・底生動物の状況 

施設に異常はありませんでした 

洪水時における各施設の状況 
ウォッシュロードの堆積状況 



中部地方ダム等管理フォローアップ委員会 
　ダム管理の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図ることを目的
に設置された学識経験者からなる委員会で、美和ダム恒久堆砂対策は当委員会
で機能や影響を評価することとしています。 

　平成19年度の中部地方ダム等管理フォローアップ委員会（委員長 藤田 裕一郎 岐阜大学教授）が平成19年12
月20日、名古屋市内で開催され、中部地方の各ダムの効果や環境について評価がされました。 
　今回の委員会では、平成18年と平成19年の試験運用結果について議論され、「美和ダム堆砂対策施設による
排砂の効果が発揮されている」、「下流河川への濁りやウォッシュロードの堆積、付着藻類への影響は認められ
ない」と評価されました。 
　また、貯砂ダムについては貯砂機能の向上を図るために魚道を改良することとし、魚類や底生動物については
長期的な影響を確認するため、引き続き調査を継続していくことが確認されました。 

Ⅰ排砂の効果 
○土砂収支計画の評価 
・美和ダム貯水池へ流入するウォッシュロード量の検証 ……… 検証終了（H19） 
・三峰堰・貯砂ダムの掃流砂・浮遊砂捕捉状況の検証 ………… 検証継続 
・美和ダム貯水池堆砂状況（バイパス効果）の検証 …………… 検証終了（H19） 
・高遠ダム貯水池堆砂状況の検証 ………………………………… 検証終了（H19） 
○施設構造の評価 …………………………………………………… 検証終了（H18） 
Ⅱ下流河川環境への影響 
○放流水の濁り状況の評価 ………………………………………… 検証終了（H19） 
○生息生物への影響の評価 
・濁水の変化に対する検証 ………………………………………… 検証継続 
・ウォッシュロードの堆積影響に対する検証 …………………… 検証終了（H19） 
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｢恒久堆砂対策施設による排砂の効果が発揮されている｣と評価 

流入ウォッシュロード量の約70％の排砂が可能です 

バイパス試験放流の効果（試算結果） 

基本計画による運用 
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バイパス試験放流の効果（実績） 
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　試験運用時は、洪水初期に利水のために貯水容量の回復を図ったため、洪水初期の濁りの大きい水が美和ダム貯水池
に流入しました。基本計画通りに運用した（洪水後半で利水回復を行い、かつ、発電放流を行わない）場合、流入ウォ
ッシュロード量の約71％にあたる約49万�の排砂が可能と試算されます。 
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平成19年9月洪水（実績） 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

0

812 

810 

808 

806 

804 

802 

800

ダム放流量 
バイパス放流量 
発電放流量 
美和ダム流入量 
美和ダム貯水位 

09/06 
00：00

09/07 
00：00

09/08 
00：00

09/09 
00：00

09/10 
00：00

09/11 
00：00

09/12 
00：00

09/13 
00：00

09/14 
00：00

09/15 
00：00

流量（�/S） 貯水位（E. L. m） 

平成19年9月洪水（試算結果） 
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　土砂収支計画では、既往の調査結果（黒点）から堆砂対

策施設としての安全をみて、やや大きめに流入ウォッシ

ュロード式を設定しました。 

　その後のバイパス運用前・運用後の調査においても、

計画設定時と同様の濃度で流入していることを確認しま

した。 

 

　試験運用中の流量とウォッシュロードの濃度の関係、年最大流量と年間の流入ウォッシュロード総量の関係は、基本

計画の想定の範囲内でした。 

流入部における流量とウォッシュロード濃度の関係 

　土砂収支計画では、年最大流量と年間流入ウォッシュ

ロード総量の相関から下図の計画流入ウォッシュロード

曲線（黒実線）を想定しています。 

　試験運用後の調査結果から、年間の流入ウォッシュロ

ード総量(赤点)は計画の想定範囲内であることを確認し

ました。 

 

年間流入ウォッシュロード総量 

流入ウォッシュロード量は計画の範囲内でした 
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洪水時の濃い濁水をバイパス 

　最も出水規模の大きかった平成19年9月洪

水では、流量が約450�/sを超えてから約50

�/sを下回るまでの時間で試験運用を実施しま

した。三峰川バイパス放流期間中、ダムへの流

入量約3,000万�のうち、三峰川バイパスに

より約1,660万�を放流し、上流域からの濁

水の約55％を下流へバイパスしました。 

バイパス放流水のSS(最大20,200mg/㍑)は、

上流域からの流入水のSS(最大25,000mg/㍑)

に比べ、放流開始直後は濃度がやや低かったも

のの、洪水後半はほぼ同じ濃度となっており、

洪水時の濃度の高い濁水をバイパスすることが

できました。 
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流量とSS濃度の時間変化：H19.9洪水 
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▽ 

三峰川バイパス最大放流量：約264�/s三峰川バイパス最大放流量：約264�/s

最大流入量：約568�/s最大流入量：約568�/s
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